上　　　申　　　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００８年７月１日

日本聖公会京都教区主教　　高地　敬　殿

日本聖公会京都教区　司祭　モーセ　原田文雄(退職)の審判廷に置ける審判を請求するにあたり、多くの信徒の怒り・困惑・絶望を伝えるために、申立人の一人として小職の所見を申し述べます。

原田司祭は、任地の教会の信徒の子女に対して六年間に渡り性的虐待を行いました。この事件とその後の経緯の詳細を述べませんが、少女は成人してから、自らが受けた虐待の事実に気づきＰＴＳＤに罹患し、自殺を企図し(未遂)、現在に至るもＰＴＳＤは継続し、対人関係においても障害があり自殺念慮からも解放されておりません。原点となる性的虐待とＰＴＳＤに関しては貴職も、奈良地方裁判所葛城支部と大阪高等裁判所の原告側の主張や大阪高裁判決を読まれて熟知されていることです。

この事件は、決して過去のことではなく、温情を持って見逃すべきことでもなく、厄介者払いをするという次元のことでもなく、自らが信仰と確信してきたことを問い直すために法的な決着を必要とすることです。教会だから全てのことが許されるのではなく、教会だからこそ社会では許されても許されないことがあることを明らかにしなければなりません。

小職も事件の報に接した時、あまりの悲惨さにいたたまれなくなり、キリストの聖なる体である教会の信仰という観点からも、二人の娘を持つ父親としても、これをどのように受け止めるかに苦慮いたしました。貴職も小職と同じ思いを抱かれたことと拝察いたします。ことの重大性に鑑み、小職も被害者父親にお会いし裁判記録を二日にわたって閲覧しました。

原田司祭の犯罪は、決して一過性・偶発的な過失ではなく、自らの意志と責任で反復継続的に行ったことです。電車の中での一回限りの痴漢であっても、その非が社会的に糾弾されています。また成人女性との合意に基づく不貞行為であっても神の法に照らして許されるものではなく聖職者としては懲罰に相当します。原田司祭は、それらと比べても悪質きわまりない性的虐待を、少女に対して長期にわたって、メシア秘義にかかわる｢このことを言ってはならない｣の聖句を引用し聖職者としての権威を悪用して少女を心理的に支配することによって続けました。

裁判の過程で、原告の少女だけではなく他の複数の少女に対しても、いわば手当たりしだいに類似な振る舞いをしていたことも証言されています。また裁判終了後の貴職の｢最高裁に強く抗議する｣との冤罪の主張ともとれる声明に新聞報道で接した他の複数の被害女性からも被害の申し出があったこと、昨年(２００７年)には別の女性からも同様の被害の申し立てがあったことは貴職もよくよく承知していることです。

この一連の事件は、一般社会でも女性や児童の人権の侵害という観点から重大視されることで、事実新聞やテレビや雑誌でも取り上げられています。啓示された神法のない、いわば異教世界においてさえも、この種の事件は重大なことですが、啓示された神法を委ねられ、性・家庭・結婚の秩序がいかなるものであるかが明示されている教会においてはありうべからざることであります。教会は、性・家庭・結婚の秩序に関して本質的な点を理解していない社会に向けて声を大にして福音と神の法を伝えて光を輝かさなければなりません。しかも現下の聖公会では｢いと小さき者のために｣とか、パレスチナや沖縄や差別のことで声を大きくしてきています。

このような教会で、このような時代に、原田司祭の性的虐待を放置しておくならば、教会の使命を疑われても仕方のないことです。この事件は、原田司祭個人のことではなく、我々の教会の信仰、一人一人の信仰が問われているのです。偶発的になされた過失ではなく、キリスト者・聖職者としての自覚を欠いた自制なき反社会的行為という大罪を裁くことによって自らの信仰を糾す必要があります。

教会も人間の世界であるからこの種の事件が起きる可能性はあります。しかし、万が一にも起きた時には、教会の法と信仰の条理に従って適正かつ厳格に対処されるべきものであります。教会の歴史を揺るがす＜原田事件＞のような重大事案に対しては特別にそれが求められます。ところが原田司祭は、民事訴訟を起こされても、自らも性的虐待を明白に承認する事実(二通の謝罪文、土下座謝罪)があったにもかかわらず、強制力のある慰謝料を払っても、犯罪事実そのものを認めず、未だに和解もせず、したがって当然のことに被害者とその家族への必要な対応、また聖公会全体と他の教会へのしかるべき対応もしていません。

もし未信徒が教会を利用して行った、あるいは信徒が行った、性的虐待であるなら、国法上の時効消滅が成立したり、刑事罰を受けたり民事裁判が終了すれば、事件は決着すると考えられます。しかし、本件の主犯は、日本聖公会の司祭であり、しかも、多くの女性や児童を預かる教会の牧師であり、教会政治を担う京都教区常置委員長、牧師養成機関であるウィリアムス神学館教授、児童教育の聖光幼稚園理事長・園長、女子教育を務めとする平安女学院理事などの要職を歴任し、また京都教区主教選挙においては有力な候補者であったし、京都の９条の会の設立者の一人でもあります。教会政治や神学教育、アウトリーチの活動において枢要な役割を帯びた人間が、衆望を担って善行を行う一方で、本人の明白な意志と責任において継続的に性的虐待を行って神の法を踏みにじり神と教会を欺きました。しかも、その舞台はキリストの聖なる体である教会であります。その際に教会の正典である聖書を引用して口止めをし、裁判においても自らの行為を正当化するために｢受容｣、｢牧会｣、｢教義｣という言葉まで使っています。

したがって、原田司祭のこの一連の所業は、単に悪質な社会的事件を超えて、教会の信仰への挑戦であり、正典である聖書の恣意的利用であり、神の主権を簒奪せんとする倣岸不遜な行為であります。日本聖公会のみならずキリスト教会全体を震撼させており、日本聖公会の存在の意義さえも問われていますし、規範意識の弛緩を醸成することにもなります。

このような場合、本人が気づいて悔い改め謝罪をし被害者や教会との関係修復に努めるとも思えませんし、事実、原田司祭本人は自らの居所さえも隠し悔い改めを表明していません。

このような場合社会的には管理監督者の責任が生じます。いわんや使徒たちからの信仰を継承し教会の秩序を維持することを重要な職責の一つとされている主教職の任にある者の責任は重大であります。このような事案に法と秩序に従って厳正に対処することは、教会のかしらであるキリストへの忠誠の表明であり、キリストの体なる教会への愛であり、羊である信徒を迷子にさせないことであり、社会に対して伝道し正義と愛を伝えることになります。この点が京都教区、日本聖公会によって今に至ってもなされていないことは由々しきことであります。したがって貴職が現時点において聖職や信徒の審判の申し立てを受けるという形であっても、未だに継続している性的虐待事件の主犯であるモーセ原田文雄司祭に対して厳罰を以って臨むことが必要であります。そして、この事件の不適正な処理に関与した聖職者や信徒には貴職自らが人事権者・牧会者として厳正に対処することは法と信仰の条理の当然の帰結であります。

　　　　　　　　　　　　　２００８年７月１日

　　　　　　　　　　　　　　　日本聖公会東京教区司祭　木下　量熙

　　　　　　　　　　　　　　１１６－０００３　東京都荒川区南千住５－２１－１６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千住基督教会

　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　０３－３８０７－９９３７

写し送付　　　首座主教、総主事、審判廷申立人各位、

　　　　　　　原田文雄司祭、

その他の関係者

本状の公開方法　　　小職のブログ、

被害者公式ホームページ、

京都教区の対応を糾す会のホームページと一斉メール

その他
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